
 

学長定例記者会見 発表事項１（資料）     

 

平成２９年３月２４日 

 

「工学部」の改組（構想中）  

 

 

【概要 】  

中国・ 四国地 区に 集積 してい る自動 車産 業、 航空機 関連産 業、 造船 業など の輸送 機器

関連企 業や多 くの 製造 業では 、近年 、製 品の 複雑化 と先端 化の 双方 が急速 に進展 して い

ること から、 先端 的な 要素技 術とシ ステ ム統 合化技 術の双 方を 修得 した人 材が求 めら れ

ていま す。 

この要 請に応 える ため 、広島 大学工 学部 では 平成 30 年 4 月 に、第 一類の 機械シ ステ

ムプロ グラム と第 四類 の輸送 機器環 境工 学プ ログラ ムとを 統合 し、 改組後 の新第 一類 に

おいて 、双方 を兼 ね備 えた技 術者を 育て る教 育シス テムを 構築 する ことを 予定し てい ま

す。 

また、情 報科学 部の 設 置に伴 い、第二 類（ 電 気・電子・システ ム・情報系 ）を改組 し、

電気電 子 ・シ ステ ム情 報系の 総合的 な知 見を 有する 応用力 のあ る人 材の育 成を行 う教 育

システ ムを構 築す ると ともに 、情報 科学 部と の連携 により 、改 組前 よりも 充実し た工 学

部全体 の情報 教育 を実 施して いくこ とと して います 。 

 

【コン セプト 】  

・産業 界から 要望 の強 い 先端 的な要 素技 術と システ ム統合 化技 術の 双方 を 修得し た人

材の輩 出を可 能と する 教育プ ログラ ムの 構築  

 ・電 気電子 ・シ ステ ム情報 系の総 合的 な知 見を有 する応 用力 のあ る人材 の育成 を行 う

教育シ ステム を構 築  

 ・工 学部全 体の 情報 教育の 充実  

 

【背景 】  

広島大 学工学 部で は、 これま で最先 端の 要素 技術に 関する 教育 ・研 究は第 一類の 機械

システ ムプロ グラ ムで 、要素 を統合 して シス テムを 構成す るた めの システ ム統合 化技 術

に関す る教育 ・研 究は 第四類 の輸送 機器 環境 工学プ ログラ ムで 重視 して行 ってき まし た

が、輸 送機器 関連 企業 を始め とする 多く の製 造業に おいて 、先 端的 な要素 技術と シス テ

ム統合 化技術 の双 方を 修得し た人材 が強 く求 められ てい る ため、両 プログ ラムを 統合 し、

新第一 類の 4 つの 教育 プログ ラムに おい て産 業界か ら求め られ てい る人材 を育成 する も

のです 。 

また、現 代社 会にお け る複雑 な問題 や課 題を 解決す るには 、一つ の 専門領 域では なく 、

複数の 専門領 域を 結び つける ことが 必要 であ り 、そ れには 、 IoT は 不可欠 であり 、情 報

学は必 須の要 素と なっ ている ことか ら 、 工学 部全体 の情報 教育 の充 実を図 るとと もに 、

第二類 におい て電 気電 子・シ ステム 情報 系の 総合的 な知見 を有 する 応用力 のある 人材 の



育成を 行いま す。  

 

【学び の特色 】  

平和で 豊かな 社会 を発 展させ る積極 性、 国際 的に活 躍でき る広 い視 野及び 世界ト ップ

レベル の研究 につ なが る研究 力を養 成し ます 。その ため、 学ぶ べき 教養教 育科目 を設 定

すると とも に、問 題発 見・設 定・ 解決型 の教 育（ PBL）を積 極的 に 取り入 れま す。1 年

次前期 には 、 類別 入試 により 入学し た学 生も 、大括 り入試 によ り入 学した 学生も 、教 養

教育を 中心と した 工学 部とし て同一 のカ リキ ュラム を履修 する 。平 行して 大括り 入試 に

より入 学した 学生 は各 類の概 要も学 び、 各類 の特色 を理解 した 後 に 1 年 次後期 から 各類

へ配属 される 。こ こか らは教 養教育 に加 え、 類の 特 色に応 じた 専門 基礎教 育を学 び、 類

として 共通に 学ぶ べき 素養を 身に着 けた 後に 、2 年 次前期 又は 後期 から主 専攻プ ログ ラ

ムに配 属され 、さ らに 専門性 を深め てい き、4 年次 からは 研究 室に 配属さ れ、卒 業論 文

に着手 する。 専門 基礎 科目な らびに 専門 科目 におけ る情報 教育 では 情報科 学部の 専門 教

員によ る体系 だて た教 育プロ グラム を提 供す る。 ま た、英 語で 講義 を受け る機会 を増 や

し、英 語での 発表 ・デ ィスカ ッショ ンに 習熟 させま す。卒 業要 件 の TOEIC の 点数 は、

定期的 に見直 して 段階 的に引 き上げ ます 。ま た、第一類 は従 来の 1 プログ ラムか ら 、機

械シス テ ム、輸送シ ス テム、材 料加 工、エ ネ ルギー 変換の 4 プロ グ ラムに 分ける こと で、

より専 門性の 高い 教育 も重視 し、学 生の 研究 能力向 上を図 りま す。 

具体的 には、 機械 シス テムプ ログラ ムで は機 械力学 やシス テム 制御 等の分 野、輸 送シ

ステム プログ ラム では 環境を 考慮し た輸 送機 器の開 発や海 洋開 発に 関わる 分野、 材料 加

工プロ グラム では 材料 の加工 技術等 の分 野、 エネル ギー変 換プ ログ ラムで は熱流 体を 利

用した エネル ギー 変換 技術等 の分野 に関 する 高度専 門教育 を考 慮に 入れた カリキ ュラ ム

を組み ます。 各プ ログ ラムの カリキ ュラ ムは 他プロ グラム のカ リキ ュラム と 適切 な重 な

りを持 つよう に編 成し 、先端 要素技 術関 連科 目とシ ステム 統合 化技 術関連 科目の バラ ン

スを重 視して 、狭 い専 門分野 の枠に とら われ ること なく広 い視 野で 総合的 に論考 でき る

人材を 育成す る教 育を 行いま す。 

 第二 類は電 気シ ステ ム情報 プログ ラム と電 子シス テムプ ログ ラム からな るが 、 電気 シ

ステム 情報プ ログ ラム は 、電 気技術 に立 脚す る様々 なシス テム の制 御・設 計・管 理に 関

わる基 礎理論 と情 報工 学の応 用技術 に関 する 教育を 行う。 電気 電子 回路 、 電力エ ネル ギ

ー、計 測制御 、シ ステ ム計画 管理 、 ソフ トウ ェア開 発に関 する 幅広 い基礎 知識と 技術 を

身に付 け 、高 度情 報社 会にお ける複 雑な 諸問 題を多 様な視 点か ら解 決し 、 今後の 技術 革

新を自 ら先導 でき る人 材を育 成する 教育 を行 う。電 子シス テム プロ グラム は 、電 気磁 気

学、量 子物理 、半 導体 基礎物 性など を基 礎と するナ ノメー ター 寸法 の高性 能電子 ・半 導

体デバ イス分 野 、 及び 高機能 集積電 子回 路を 基礎と する集 積シ ステ ム分野 に関す る体 系

的な知 識と技 術を 身に 付け 、 材料・ ハー ドウ ェアの 立場か ら社 会に 貢献で きる 、 革新 的

技術の 開発能 力を 持っ た技術 者を育 成す る。 それぞ れの課 程の 内容 は少し ずつ重 なり 合

いなが ら全体 とし て電 気・電 子・シ ステ ムの 分野を 網羅し 、電 気・ 電子と いう実 際の モ

ノと、 システ ム・ 情報 という 抽象概 念の 二つ の観点 から“ 電気 ”を 統括的 に取り 扱う こ

とがで きる人 材の 育成 を目指 した専 門教 育を 行う。  

  

【どの ような 人材 を養 成する のか】  

工 学 の 目 的 は ”具 現 化 の 探 求 ”で あ り 、以 て 人 類 の 平 和 、発 展 、存 続 に 寄 与 す る こ と で あ る 。

す な わ ち 、自 然 と の 調 和 の 中 で 、社 会 に お け る 要 請 や 課 題 を 解 決 す る た め の 具 体 的 方 策 を 科

学 的 な 知 識・技 術 に 基 づ い て 検 討 し 、実 現 す る こ と で あ る 。本 学 部 は 、工 学 上 の 学 術 や 技 術

に 関 す る 教 育 研 究 を 推 進 し 、工 学 の 目 的 を 達 成 す る た め の 基 礎 能 力・応 用 能 力 と と も に 社 会

性 や 自 律 性 を 備 え た 人 材 を 育 成 し て 豊 か な 社 会 を 作 る こ と を 目 的 と す る 。  



第一類 は、 力 学を 基盤 とし、 要素技 術と 統合 化技術 の両者 を含 有す る広範 囲な教 育プ

ログラ ムを構 築し 、多 方面で 活躍で きる 人材 育成を 行いま す。 具体 的には 、機械 シス テ

ムプロ グラム では 機械 力学や システ ム制 御等 の分野 、輸送 シス テム プログ ラムで は環 境

を考慮 した輸 送機 器の 開発や 海洋開 発に 関わ る分野 、材料 加工 プロ グラム では材 料の 加

工技術 等の分 野、 エネ ルギー 変換プ ログ ラム では熱 流体を 利用 した エネル ギー変 換技 術

等の分 野にお いて 、各 々の 工 学分野 に求 めら れる最 先端の 要素 技術 と、シ ステム への 統

合化技 術を教 育し 、我 が国の ものづ くり 産業 の基盤 を支え る技 術者 を育成 します 。  

第二類 は 、電 気 エ ネ ル ギ ー 系 統 制 御 や 情 報 処 理（ 電 気 分 野 ）、半 導 体 素 子 や 集 積 回 路（ 電

子 分 野 ）、複 合・複 雑 シ ス テ ム の 解 析・制 御 や ソ フ ト ウ ェ ア 開 発（ シ ス テ ム 分 野 ）等 の 専 門

分 野 に 関 す る 教 育 研 究 を 行 い 、現 代 社 会 を 支 え る 電 子 情 報 処 理 、通 信 、電 気 エ ネ ル ギ ー 、シ

ス テ ム 制 御 等 の 技 術 の 発 展 に 貢 献 し 、さ ら に は 異 分 野 と の 融 合 を 含 む 先 端 技 術 開 発 を 通 じ て 、

地 球 環 境 と 調 和 し た 快 適 な 人 間 社 会 の 実 現 に 貢 献 で き る 人 材 を 育 成 す る 。  

第三類 は化学(応用 化 学)、バ イオ(生物 工学)、プロ セス(化学 工学)の 3 つ の専 門分野

を効果 的に統 合し た教 育研究 を行う こと によ り 、高 度な機 能を 持つ 物質・ 材料の 開発 、

発酵工 学を基 盤と した 微生物 のバイ オテ クノ ロジー ・動植 物の 多様 な機能 を利用 した バ

イオテ クノロ ジー の開 発 、化 学プロ セス の設 計・制 御をは じめ とし て 、環 境の保 全・ 浄

化や資 源エネ ルギ ーの 開発等 を含む 幅広 い基 礎知識 を習得 させ 、地 球環境 問題を 理解 し 、

生活を 豊かに する 先端 技術の 創造と それ を基 礎にし た工業 の開 発・ 発展に 貢献で きる 人

材を育 成する 。 

第四類 は人類 の活 動に 不可欠 である 社会 基盤 施設や 建築物 を 、 自然 環境と の調和 ・共

生に配 慮しな がら 建設 、 維持 するこ とを 通じ て 、社 会活動 、人 間生 活の持 続的発 展に 貢

献して いくた めに 必要 となる 技術に つい て広 く探求 し 、自 然環 境に 関する 総合的 な理 解

を基に 、社会 基盤 施設 や建築 物の計 画 、 設計 、建設 、維持 管理 、防 災・減 災等に 携わ る

技術者 を養成 する ため の教育 研究を 行う こと を目的 とする 。そ して 、自主 的な創 造活 動

等を通 じて総 合的 な判 断力・ 実行力 を習 得し た専門 技術者 を養 成す る。 

    

【入学 者選抜 の特 徴】  

 従来 の類別 入試 とは 別に、 募集人 員 45 人 （工学 部定員 の 1 割 ）の大 括り入 試を 導入

します 。これ によ り 進 学時点 で専門 分野 を絞 り切れ ていな くて も広 島大学 工学部 を目 指

す学生 を幅広 く受 け入 れるこ とが可 能に なり ます。 また 、 入試 科目 を従来 の物理 、化 学

の 2 科目 から 物理、化 学、生物 から 2 科目 を 選択す る方式 とし、こ れまで 排除し てきた

生物履 修者を 取り 込む ことで 、化学 系プ ログ ラムへ の進学 者の 増加 を期待 してい ます 。  

 

【想定 される 進路 】  

工学部 卒業生 の進 学率 は概ね 70%と 高く、大 学院博 士課程 前期 を修 了して から就 職す

る学生 が多い 。進 学者 を除く 学生の 就職 先は 、主に 製造業 、情 報通 信業 、 公務員 など に

就職し ており 、各 類の 教育内 容に対 応し た職 種に就 職して おり 、社 会の要 請に的 確に 応

えてい る。  

 改組 後の第 一類 につ いては 、 従来 の機 械シ ステム プログ ラム 並び に輸送 機器環 境工 学

プログ ラムの 就職 先は いずれ も、輸 送機 器、 重工業 、電機 など の製 造業で あり、 新一 類

（機械 ・輸送 ・材 料・ エネル ギー系 ）に おい ても就 職先は 同様 の製 造業に なると 想定 し

ていま す 。そ の他 の類 につい ても従 来と 同様 の分野 に就職 する と想 定して いる。  

  

 

上記の 内容に つい ては 構想中 であり 、今 後変 更する 場合が あり ます 。 

 


